
初期症状がないため、
放置されやすい

病院の初診で
見つかる大きさ

自分で触って
わかる大きさ

1cmから2cmに
なるには、約1年

国は、

2年に1回 の
乳がん検診を推奨しています

乳がん検診40歳
からの

早期発見が未来を変える、自分のためにできること

●いかに早くみつけるか、が大切

乳がんは早期に発見して治療すれば、
99%が治癒すると言われています。
いかに初期の段階でみつけるか、が大切です。

▴乳がんの進行度と5年相対生存率（ネット・サバイバル）

早期発見した場合
(Ⅰ期)

▴乳がんの進行のイメージ図

▸対象年齢 ：40歳以上（年齢基準日は年度末時点）

▸対象の検査 ：マンモグラフィー（乳房エコーのみは対象外）
▸受診方法と申請方法

健診種別 予約方法 補助金申請方法

① 施設型健診の
定期健診・人間ドックの
オプションとして受診

KOSMO Webの
「予約する」から予約

上限額を超えた金額を、医療機関（会場）で
窓口負担。

② 近隣の医療機関で受診
受診する近隣医療機関に
直接予約

マイナ保険証を使わずに受診し、医療機関の窓口で
全額自己負担。KOSMO Web上で補助金申請
すると、上限額の範囲内で指定口座に振り込まれる。
※

●乳がん罹患のピークは、40～60歳代

乳がんは、女性に最も多いがんです。
乳がんの罹患率は、30歳台後半から増加し始め、
40歳台後半から60歳台後半に大きな山があります。

9人に1人が 乳がんにかかる

早期発見できなかった場合
(Ⅳ期)

99%

40.5%

参考）国立がん研究センター がん情報サービス 参考）ピンクリボンと乳がんまなびBOOK

ニデック健保の 乳がん検診補助金制度

※補助金申請の方法については、ニデック健保にお問い合わせください。

上限 8,000円の補助

2026年度から 補助額を 上限 6,000円 → 上限 8,000円 に増額しました
より受けやすく

なりました！

女性社員の皆さまへ（40歳以上）
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